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1《2010中国人婚姻恋爱报告书》。その調査はアンケート用紙が、無作為サンプリング法によ
って国内 31 省市に配布された。 
2 売れ残りの男女を指す。この言葉以外にも“败犬”（負け犬）、“光棍儿”（ひとり者）、“钻
石王老五”（独身貴族）という言い方も同じように適齢期を過ぎても結婚できない人を指す。 























































































第 1章 先行研究 


























































                                                             
3 中華人民共和国における唯一の公式な全国婦女組合連合である。 
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4 この調査ではアンケート用紙が無作為サンプリング法によって国内 9省市の計 1800人に配布
され、1742人から有効回答が得られた。回収率は 96.7％であった。 
5 2005 年 3 月 9 日の『中国婦女報』の記事を参照 
6 小澤千穂子が 2007 年首都圏に位置する近年ベッドタウンとして開発された地域の結婚相談
所に属する仲人に対して、インタビューを実施した。山田が小澤の調査に基づいて文章化した。 





傾向にあり、男性 9.4%、女性 6.8%となっている。 結婚することの具体的な利点としては、
男女とも「子どもや家族を持てる」を挙げる人が第 9 回調査から増加傾向にあり、第 14


























                                                             
















































ス校（UCLA）の研究員、Patricia Greenfieldは 1970-2008年に出版された 27万冊超の中
国語の本に使われている言葉を分析し、中国人の価値観が大きく変質していることを指摘























                                                             
8「Words Used in Chinese Books Illuminate How a Nation’s Values Changed during Economic 
Reforms」（出典：
http://newsroom.ucla.edu/releases/words-used-in-chinese-books-illuminate-how-a-nati
ons-values-changed-during-economic-reforms、2016年 12 月 10日検索） 
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A. 相互独立的自己観（Independent view of self） B.相互協調的自己観（Interdependent view of self） 
図 2-1 二つの文化的自己観9（出典：Markus & Kitayama、1991、p.226） 
                                                             
9 Markus & Kitayama、1991、p.226 に基づき、筆者作成。 
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10
 Markus & Kitayama、1991、p.230 に基づき、筆者作成。 
特徴 相互独立的自己観 相互協調的自己観 
定義 社会的文脈から分離している 社会的文脈と繋がっている 
構造 境界がある、単一的、安定的 柔軟、多様 













































 以上のように、本研究における仮説は 4 つである。本研究では、これらの仮説をアンケ
ート調査及びインタビュー調査を用い、量・質両側面から検証していく。 
 
第 2章 研究方法 









                                                             
11 比較調査を行う場合、条件的に近い比較対象を用いた方が結果の信憑性が高いということで
ある。 
12 Explorable.com、(2009).“Convenience Sampling”. （出典：
https://explorable.com/convenience-sampling、2016 年 10月 27 日検索） 









日本人学生に対する配布数は 158部、回収数は 132部である。その中３名韓国人と 2名
中国人の留学生と無効回答 6部を取り除き、121人分の有効テータを集めた。（有効回収率




ータを得た（有効回収率 88％）。有効テータの回答者の内訳は、1年生 27名、2年生 25名、
3 年生 36 名、4 年生 67 名で、年次不明者は 3 名であった。調査に参加した上海外国語大
学の学生の平均年齢14は 22.3歳であった。 
以上、本研究に参加した日中の学部生の合計は 269 名で、全体の平均年齢は 21.8 歳で
あった。 
第 2節 アンケート調査とインタビュー調査の内容 
【アンケート調査】 
アンケート調査では、(1)文化的自己観 SII、(2) 恋愛イメージ、 (3) 結婚観を、質問
紙を用いて測定した。以下に用いた尺度の詳細を示す。 







                                                             
13 SPSS とは IBM SPSS Statistics は、計画およびデータ収集から分析、レポート作成、実装に
至るまでの分析プロセス全体に対応したソフトウェアの統合ファミリーである。（出典：


















バックのα係数は .63 〜 .85で、「献身的」がやや低いものの（α ＝ .63）、他の尺度は
十分な信頼性を有する。（「大切・必要」α ＝ .85、「付加価値」α ＝ .85、「相互関係」
α ＝ .84、「独占・束縛」α ＝ .71、「衝動・盲目的」α ＝ .71、「成長」α ＝ .77）。
各因子の項目は表.2-2-1に示す。 
表.2-2-1 恋愛イメージ尺度の因子構成 
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ままに生活できる」、「自分の生活空間を保ちやすい」の 2 項目で構成されており、「自由




 悩みの解消に役立つ  
 夫婦になると何か大きなことができる 
交友関係が広がる  
  不安が軽減できる 
  生き方の選択肢が広がる 
  家庭が気分転換の場となりえる 
  互いの欠点を補うことができる 




  仕事に打ち込めなくなる 
  趣味や娯楽を楽しめなくなる 
  育児に時間が割かれる 
  自分のことで精一杯である 
  交友関係が狭くなる 
  学業に打ち込めなくなる 




 親や周囲の期待に応えられる  
 社会的信用や対等な関係が得られる  
 子どもの将来に期待がもてる  
IV:「自由な生活」 















第 3節 調査デザイン 
アンケート調査は日本と中国で１回ずつ実施した。また、アンケート調査の分析結果に







した。インタビュー調査の実施時期は 2016 年 9、10 月（2016 年 10 月 9 日に 1 名；10 月
15 日に 2名；10 月 18日に 1名、9月 22日に 2名、9月 24日に 2名）である。 











                                                             
18 半構造化的インタビューでは、あらかじめ仮説を設定し、質問項目を決めておくが、会話の
流れに応じ、質問の変更や追加をおこない、自由な反応を引き出す。（出典：
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ｔ検定の結果、「大切・必要」（ｔ(267) 22＝ -2.78、p < .01）、「刹那的・付加価値」（ｔ
（267）＝ 3.70、p < .001）、「独占・束縛」（ｔ（267）＝ 4.14、p < .001）、「盲目的」（ｔ






















a01_01.html、2016 年 11月 2日検索） 
23 Not significant: NS と記載される場合は「統計学的有意差がない」ことを意味する。 
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表.3－1－1 恋愛観の国籍別平均値および t検定の結果 
恋愛観 中国 N=148  日本 N=121 t値 
大切・必要 25.41 ＜ 27.55 -2.78**24 
刹那的・付加価値 17.92 ＞ 15.14 3.70*** 
相互関係 22.90 ＜ 23.60 -1.54 
独占・束縛 14.36 ＞ 12.43 4.14*** 
盲目的 10.68 ＜ 13.76 -6.63*** 
献身的 12.20 ＞ 11.54 1.60 
成長 15.36 ＜ 15.73 -.99 





結婚観のすべての因子、「安定志向」（ｔ（267）＝ -5.58、p < .001）、「自由の喪失」（ｔ
（267）＝ 1.66、p < .01）、「将来への期待」（ｔ（265）＝ -7.65、p < .001）、「自由な

















                                                             
24ｔ値に付されたシンボル（***、**、*）は、各々の相関関係にそれぞれ 0.1％水準（p < .001）、
1％の水準（p < .01）、5％水準（p < .05）で有意な差が存在することを示している。 



















26 標準残差の値±2.0以上であれば 5％水準で有意に多い／少ないことを意味する。 
表.3－1－2 結婚観の国籍別平均値および t検定の結果 
結婚観 中国 N=148  日本 N=121 t値 
安定志向 16.05 ＜ 19.33 -5.58*** 
自由の喪失 22.18 ＞ 20.20 1.66* 
将来への期待 8.66 ＜ 11.26 -7.65*** 
自由な生活 4.70 ＜ 5.71 -6.45*** 
***：p < .001、**：p < .01、*：p < .05 
表.3－1－3 χ2検定を用いた結婚願望の国籍別比較  
 結婚したい 結婚したくない 合計人数 χ2値 
中国 人数 85 63 148  
 
44.3*** 
標準残差26 -6.7 6.7 
日本 人数 113 8 121 
標準残差 6.7 -6.7 
***：p < .001、**：p < .01、*：p < .05 











表.3－1－4.1 恋愛観・結婚観の男女別平均値および t検定の結果 




大切・必要 27.23 25.89 1.63 
刹那的・付加価値 16.48 16.35 1.54 
相互関係 22.58 23.53 -2.01* 
独占・束縛 13.54 13.19 .68 
衝動・盲目的 12.55 11.81 1.39 
献身的 12.32 11.70 1.46 




安定志向    16.92 17.80 -1.34 
自由の喪失    22.92 21.13 2.92** 
将来への期待    9.52 9.95 -1.08 
自由な生活    5.02 5.21 -1.06 
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表.3－1－4.2恋愛観・結婚観の出身地別平均値および t検定の結果 




大切・必要 24.83 25.96 -1.04 
刹那的・付加価値 14.39 15.85 -1.44 
相互関係 23.19 22.62 .85 
独占・束縛 12.29 12.55 -.441 
衝動・盲目的 9.84 11.46 -2.57** 
献身的 12.02 12.35 -.60 




安定志向 16.36 15.75 .74 
自由の喪失 22.19 22.16 .044 
将来への期待 8.58 8.72 -.30 
自由な生活 4.81 4.59 1.08 
***：p < .001、**：p < .01、*：p < .05 
 


















表.3－2－1 文化的自己観尺度の得点の国籍別平均値および t検定の結果 
 中国 N=148 日本 N=121 t値 
 文化的自己観 37.97 40.56 -4.04*** 
***：p < .001、**：p < .01、*：p < .05 
注：得点が高ければ高いほど相互協調的自己観を持つ傾向が強い。 
 



















  文化的自己観平均値 t値 
性別 男性 38.67 -1.03 
女性    39.37 
地域 農村 38.51 1.43 
都市 37.46 
***：p < .001、**：p < .01、*：p < .05 
 
表.3－2－3文化的自己観尺度の得点と学年の相関分析 
 日本(N=121) 中国(N=148) 
学年  .257** .078 
***：p < .001、**：p < .01、*：p < .05 
 
                                                             
27量的な 2 変数間の関係を分析し、Pearson の（積率）相関係数（γ）などを計算する際に用い
る。 
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「相互関係」、「盲目」の得点に有意な正の相関が見られた（「大切・必要」 γ ＝ .196、
p < .01; 「相互関係」 γ ＝ .167、p < .05; 「衝動・盲目的」: γ ＝ .138、p < .05）。
これは、相互協調的な自己観が優勢であればあるほど、その人は「大切・必要」、「相互関
係」、「盲目的」といった恋愛観を持つ傾向が強くなることを示している。つまり、協調性






















***：p < .001、**：p < .01、*：p < .05 











自由な生活       .095 
自由の喪失 ‐.139* 
***：p < .001、**：p < .01、*：p < .05 
 文化的自己観と結婚意識の関連性を検証するために、同様に年齢差と性差を制御した偏
相関分析を行った。その結果を表.3－3－2に示す。 
 文化的自己観尺度の得点は結婚意識の下位因子である「安定志向」（γ ＝ .184、p  
< .01）、「将来への期待」（γ ＝ .132、p < .05）と正の相関を示した。一方、「自由の喪
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表.3－3－3 結婚したいグループと結婚したくないグループの文化的自己観尺度の平
均値および t検定の結果 
 結婚したい人 N=198  結婚したくない人 N=71  t値 
 文化的自己観 39.57 37.90 2.33* 
***：p < .001、**：p < .01、*：p < .05 
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成に影響を与えた可能性が考えられる。 
第 5節 インタビュー調査内容の概要と対象者の概要 
 日本側自己観尺度で得点高い（協調傾向）女子男子大学生１人ずつ。得点低い（独立傾











 A B C D 











国籍 日本 日本 日本 日本 
性別 女 女 男 男 
年齢 22 22 20 23 
恋愛経験
の有無 
あり あり あり あり 
結婚意思
の有無 
あり あり あり あり 
出身地 都市 農村 都市 郊外 
文化的自
己観得点 
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表.3－5－1 中国側インタビュー調査対象概要 
 E F G H 











国籍 中国 中国 中国 中国 
性別 女 女 男 男 
年齢 21 22 22 23 
恋愛経験 あり あり あり あり 
結婚意思
の有無 
あり 無 あり 無 
出身地 都市 都市 都市 農村 
文化的己
観得点 
48/64 28/64 52/64 38/64 
 
第 4章 総合的考察と今後の課題 
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表.4－1－1 
























＊中国人学生 E さん（女性）: 「1年間付き合っている彼氏がいる。恋愛すると相手が頼り
になる。お互いに成長していくのは恋愛の価値である。」「恋をすると自分に自信が持てるよ
うになると思う。だから、恋愛のない人生は張り合いがないと思う。」 
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表.4－1－4 











































































































                                                             
31 80 年代と 90 年代に生まれた人の総称 




















































































































































年 12 月 12日検索 
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性別：男性 ・ 女性 
学年：（  ）年 
年齢：（  ）歳 
男女交際経験：あり・なし 







 法政大学院 国際文化研究科修士 2年 
       楊 宇 Email：carayy＠me.com 
              指導教授：浅川 希洋志 
 
















1． 恋愛をしている相手のいろいろなところ（1 2  ○3    4   5  6   7） 
  に干渉したくなる。 
2． 恋愛はお互いに成長していくものだと （1  2  3  ○4   5  6   7）  














3． 恋愛をしている相手のいろいろなところ（1 2  3   4   5  6   7） 
  に干渉したくなる。 

































































































































   
























































１.Aまわりの人の意見に合わせる。                     A………a…………b………B 
   B自分の意見を主張する。 
２.A`個性を発揮する。                                 A………a…………b………B 
  B協調性を尊重する。                                                        




４．A自分の気持ちに正直な態度をとる。                A………a…………b………B 
  Bまわりの人に合わせた態度をとる。                                          
５．Aどのようにしたら、まわりの人から期待された   A………a…………b………B 
役割を果せるかを、第１に考える。 
  Bどのようにしたら、自分の能力を活かせるかを、 
  第１に考える。 
６．Aまわりの人の反対を受けても、自分の望むことは    A………a…………b………B 
  実行する。                                                                 
  Bまわりの人の反対を受ければ、自分の望むことは                             
  抑える。                                                                   
７．Aまわりの人の反対を受けても、自分の志は貫く   A………a…………b………B 
  ことが多い。 
  Bまわりの人の反対を受ければ、自分の志をあきらめる 
ことが多い。 
８．Aまわりの人が望むことよりは、自分らしさを発揮   A………a…………b………B 
  する。                                                                    
    Bまわりの人が自分に望むことをする。                                      
9． A自分の才能を発揮することよりは、まわりの人か    A………a…………b………B 
   期待された役目を果たす。 
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10．Aどうのようにしたら、まわりの人に喜んでもらえる   A………a…………b………B 
   かを、第１に考える。                             
     Bどうのようにしたら、自分の能力を最大限に発揮               
       できるかを、第１に考える。                                               
11．Aまわりの人と利害の対立は避けることが多い。      A………a…………b………B 
B自分の権利や利益は、できるだけはっきり主張 
することが多い。 
12．Aまわりの人がどのように思うかを考えて、自分の   A………a…………b………B 
       意見を言う                                                               
  B自分の意見は、いつも自信をもって発言する。                              
13．Aまわりの人の価値判断を考慮に入れて行動する。   A………a…………b………B 
B自分の価値判断に基づいて行動する。 
14．A何をするにも、人に一歩譲ることが多い。        A………a…………b………B 
  B何をするにも、自分を押し通すことが多い。                                




16．A会議では、遠慮なく討論する。                   A………a…………b………B 

















1．恋愛をしている相手のいろいろなところ  （ 1  2  3  4  5  6  7） 
 に干渉したくなる。 
2． 恋愛はお互いに成長していくものだと思う。 （ 1  2  3  4  5  6  7） 
3．恋愛とは相手のためにどれだけ自分を犠牲に（ 1  2  3  4  5  6  7） 
できるかだと思う。   

































































   










5．恋愛はのめりこんでしまうものだと思う。 （ 1  2  3  4  5  6  7） 
6. 恋愛とは自分の気持ちを抑えきれなく    （ 1  2  3  4  5  6  7） 
    なってしまうものだ。                                                        
7． 恋愛は私の心の支えだと思う。           （ 1  2  3  4  5  6  7） 
8．恋愛なんて所詮アクセサリのような    （ 1  2  3  4  5  6  7） 
    ものでしかない                                   
9. 恋愛は自分の生活の付加価値に過ぎない  （ 1  2  3  4  5  6  7） 
10．恋愛をすると自分に自信が持てる       （ 1  2  3  4  5  6  7） 
    ようになると思う。                                                                            
11. 恋愛など一時的に盛り上がるだけのもの  （ 1  2  3  4  5  6  7） 
    である。                             
12．恋愛は常にしていたいと思う。          （ 1  2  3  4  5  6  7） 
13．恋愛は私を幸せな気分にさせてくれる。  （ 1  2  3  4  5  6  7） 
14．恋愛は新しい自分を発見する場である。  （ 1  2  3  4  5  6  7） 
15．恋愛は互いを助け合い、思いやること    （ 1  2  3  4  5  6  7） 
    だと思う。 
16．恋愛には信頼感が大事だと思う。     （ 1  2  3  4  5  6  7） 
17．恋愛は相手のことを思う気持ちである。  （ 1  2  3  4  5  6  7） 
18．恋愛は生きていくために必要なものだと思う。（1  2  3  4  5  6  7） 
19．恋愛とは相手に何かをしてあげたい      （ 1  2  3  4  5  6  7）  
    と思うことだ。 
20．恋愛をしていると生活に張り合いが出る。 （ 1  2  3  4  5  6  7）                                                                   
21恋愛とは相手のためなら何でも出来る     （ 1  2  3  4  5  6  7） 
22．恋愛をすると相手を独占したくなると思う。（ 1  2  3  4  5  6  7）                                                                            
23．恋愛は時間とお金の浪費である。        （ 1  2  3  4  5  6  7） 
24．恋愛は遊びだと思う。              （ 1  2  3  4  5  6  7） 
25．恋愛はお互いを理解し合うことだと思う。  （ 1  2  3  4  5  6  7） 
26．恋愛は相手を束縛してしまうものだと思う。（ 1  2  3  4  5  6  7）   
27．恋愛は相手を都合よく利用するものである。（ 1  2  3  4  5  6  7） 
28． 恋愛をしていると周りが見えなくなって  （ 1  2  3  4  5  6  7） 




































































   















１．心豊かになれる                 （ 1  2  3  4 ） 
２．悩みの解消に役立つ                             （ 1  2  3  4 ） 
３．家事に時間が割かれる                           （ 1  2  3  4 ） 
４．自由や気楽さが失われる                         （ 1  2  3  4 ） 
５．仕事に打ち込めなくなる                         （ 1  2  3  4 ） 
６．お互いの欠点を補うことができる                 （ 1  2  3  4 ） 
７．職業を持ち、社会との関係が保ちやすい           （ 1  2  3  4 ） 
８．税金や社会保障で有利になる                     （ 1  2  3  4 ） 
９．親や周囲の期待に応えられる                     （ 1  2  3  4 ） 
１０．子供の将来に期待がある                       （ 1  2  3  4 ） 
１１．交友関係が狭くなる                           （ 1  2  3  4 ） 
１２．学業に打ち込めなくなる                       （ 1  2  3  4 ） 
１３．親を頼りに生活している方が気楽である         （ 1  2  3  4 ） 
１４．広い友人関係を保ちやすい                     （ 1  2  3  4 ） 
１５．不安が軽減できる                            （ 1  2  3  4 ） 
１６．夫婦になると何か大きなことができる           （ 1  2  3  4 ） 
１７．生き方の選択肢が広がる                       （ 1  2  3  4 ） 
１８．自由、気ままに生活できる                     （ 1  2  3  4 ） 
１９．社会的信用や対等な関係が得られる             （ 1  2  3  4 ） 
２０．自分の生活空間を保ちやすい                   （ 1  2  3  4 ） 
２１．趣味や娯楽を楽しめなくなる                   （ 1  2  3  4 ） 
２２．育児に時間が割かれる                         （ 1  2  3  4 ） 
２３．自分のことで精一杯である                     （ 1  2  3  4 ） 
２４．交友関係が広がる                             （ 1  2  3  4 ） 























































日期：2016年  月  日 
性别：男性・ 男性 
年级：（  ）年级 
年龄：（  ）岁 
有没有恋爱经验：有・无 
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1．谈恋爱时会想要干涉对方的各种事情      （ 1 ○2   3  4  5  6  7） 















1．谈恋爱时会想要干涉对方的各种事情      （ 1   2  3  4  5  6  7） 


























































































   





























1. A迎合周围人的意见                                    A………a………b………B 
  B坚持自己的想法 
2. A注重个性的发挥                                      A………a………b………B 
 B注重互相协作和协调能力。                                                    
3. A为了迎合周围人的期待、经常改变自己的想法           A………a………b………B 
B即使周围人反对、也不会轻易改变自己的想法 
4. A可以正视自己的心情                                  A………a………b………B 
B选择迎合周围人                                                              
5. A最优先考虑如何能到达周围人的期待                 A………a………b………B 
B最优先考虑如何发挥自己的才能 
6. A即使受到周围人的反对、也会坚持去做自己要做的事      A………a………b………B 
B如果受到周围人的反对、会克制自己想做之事                                                                                 
7.A即使受到周围人的反对、坚持自己的志愿的时候比较多     A………a………b………B 
 B如果受到周围人的反对、放弃自己的志愿的时候比较多 
8 .A比起要满足周围人的期望、比较注重活出自我           A………a………b………B                                                                   
  B按照周围人的期望生活                                                        
9.A比起发挥自己的才能、主要是为了满足周围人对自己的期待 A………a………b………B 
 B发挥自己的才能 
10.A最优先考虑如何能让周围人高兴                        A………a………b………B 
A 
A 
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   B最优先考虑如何最大限度发挥自己的能力                          
11.A尽量会避免与周围人发生对立的利害关系               A………a………b………B 
B 尽量会坚持维护自己的权益 
12.A发表自己观点时候总是考虑周围人如何评价            A………a………b………B                                                        
  B总能自信地表达自己的观点                                                  
13.Aまわりの人の価値判断を考慮に入れて行動する。      A………a………b………B 
B 自分の価値判断に基づいて行動する。 
14. A 无论做何事、谦让别人的时候比较多                 A………a………b………B 
  B无论做何事、坚持自己的时候比较多                                          
15.A平时在做决策时、自己一个人做判断的情况比较多       A………a………b………B 
B 平时在做决策是、和周围人商量后再做判断的情况比较多 
16.A 开 会 的 时 候 能 毫 无 顾 虑 地 参 与 讨 论                     
A………a………b………B 

















1．谈恋爱时会想要干涉对方的各种事情      （ 1  2  3  4  5  6  7） 
2．认为恋爱能让双方共同成长               （ 1  2  3  4  5  6  7） 
3．认为恋爱关系中需要为了对方牺牲自己      （ 1  2  3  4  5  6  7） 
4. 恋爱是自我磨炼的机会                  （ 1  2  3  4  5  6  7） 
5．容易在恋爱里深陷不拔                    （ 1  2  3  4  5  6  7） 
6．恋爱就是自己强烈情感无法抑制的产物    （ 1  2  3  4  5  6  7）                                                      
8． 恋愛是我内心的支柱                    （ 1  2  3  4  5  6  7） 
8． 恋爱对我来说只是像装饰品、一样可有可无。   （ 1  2  3  4  5  6  7） 
9. 恋爱对我来说只是添加了生活的趣味而已。 （ 1  2  3  4  5  6  7） 
10．谈恋爱后会变得更自信                  （ 1  2  3  4  5  6  7）                 
11.恋爱只是一时兴起                        （ 1  2  3  4  5  6  7）                            
12．经常会想要谈恋爱                      （ 1  2  3  4  5  6  7） 
13． 恋爱会让我感觉很幸福                   （ 1  2  3  4  5  6  7） 
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15．恋爱时要经常为对方考虑、互相帮助       （ 1  2  3  4  5  6  7） 
16．对恋爱来说、彼此信任很重要         （ 1  2  3  4  5  6  7） 
17． 恋爱是一种常常会思念对方的心情          （ 1  2  3  4  5  6  7） 
18． 恋爱是生命中必须之物                    （  1  2  3  4  5  6  7） 
19． 恋爱就是想为了对方做一些什么           （ 1  2  3  4  5  6  7） 
20. 恋爱后觉得生活有滋有味                （ 1  2  3  4  5  6  7）                                                                   
21. 恋爱时为了对方、无论做什么都愿意     （ 1  2  3  4  5  6  7） 
22．恋爱后就想要独自占有对方               （ 1  2  3  4  5  6  7）                                                                            
23．恋爱金钱和时间的浪费                  （ 1  2  3  4  5  6  7） 
24．觉得恋爱只是游戏                  （ 1  2  3  4  5  6  7） 
25．恋爱时需要互相着想                    （ 1  2  3  4  5  6  7） 
26．觉得恋爱会相互束缚彼此                 （ 1  2  3  4  5  6  7）   
27．恋爱就是方便利用对方                   （ 1  2  3  4  5  6  7） 

















２６．内心能变得更充实                      （ 1  2  3  4 ） 
２７．能帮助解决烦恼                                 （ 1  2  3  4 ） 
２８．要分出时间做家务                               （ 1  2  3  4 ） 
２９．会失去自由、无法像以前一样轻松自在             （ 1  2  3  4 ） 
３０．投入到事业上的精力会分散                       （ 1  2  3  4 ） 
３１．夫妻双方可以取长补短                           （ 1  2  3  4 ） 
３２．继续拥有一份工作、更容易维持社会关系           （ 1  2  3  4 ） 
３３．社会福利保障制度上会获得更大的利益             （ 1  2  3  4 ） 
３４．能满足父母和大家的期望                         （ 1  2  3  4 ） 
３５．对孩子的未来期望很高                          （ 1  2  3  4 ） 
３６．交友范围会变小                                （ 1  2  3  4 ） 
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３８．依靠父母生活的话感觉比较轻松                  （ 1  2  3  4 ） 
３９．仍然能保持自己广泛的人际圈                    （ 1  2  3  4 ） 
４０．不安的情绪会变少                             （ 1  2  3  4 ） 
４１．结婚的话感觉能比自己一个人成就更大的事业       （ 1  2  3  4 ） 
４２．生活方式能变得更多样                          （ 1  2  3  4 ） 
４３．可以自由自在地生活                            （ 1  2  3  4 ） 
４４．可以获得社会信任和平等对待                    （ 1  2  3  4 ） 
４５．仍然可以保持自己的生活空间                    （ 1  2  3  4 ） 
４６．越来越没时间和精力投入到娱乐和自己的爱好上     （ 1  2  3  4 ） 
４７．育儿上会花费自己时间                          （ 1  2  3  4 ） 
４８．因为自己的事情就焦头烂额                      （ 1  2  3  4 ） 
４９．交友范围能扩大                                （ 1  2  3  4 ） 
５０．家庭能成为转换心情的地方                      （ 1  2  3  4 ） 
 
问卷到此结束！请最后确认是否有遗漏！ 
非常感谢您的协助！ 
 
